
 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この先に出会うどんな友とも 分かち合えない秘密を共にした 

伊那市立伊那中学校通信 

  

 令和３年（2021年）３月 16日発行 

“あなた”だけの正解をいざ 探しにゆくんだ また逢う日まで（ＲＡＤＷＩＮＰＳ「正解」より） 

3年生の皆さん、ご家庭の皆様 

ご卒業おめでとうございます 
            

３年生を送る会で卒業生が歌った「正解」は、生徒１２４名と８名の職員で構成される３学年を象徴するものでした。歴史上で前例がないコロナ禍。その中での生活には、前もって「正

解」が存在しませんでした。義務教育最後の１年間をどれだけ意味ある日々にしていくか。その時々の「正解」を求めながら１３２名の集団は生活しているように映りました。エネルギッ

シュな集団でした。気軽に声をかけてくる人懐っこい集団でした。仲間の特徴をその人らしさとして認め、温かく見守る人が多くいた印象があります。「制限」をマイナスととらえず、そ

の中でできることを見つけようとする前向きな学年であったと思います。それは泉が丘祭や生徒総会が証明しています。 ３年生、ありがとう。 

卒業はスタートです   ３年生 「よーい、はじめ」 
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  【文責 保科 潔（教頭）】 

「正解」  RADWIMPS （作詞：野田洋次郎 作曲：野田洋次郎） 

 
それなのにたったひと言の 「ごめんね」だけ やけに遠くて言えなかったり 明日も会うのになぜか僕らは 

眠い眼こすり 夜通しバカ話 明くる日 案の定 机並べて居眠りして 怒られてるのに笑えてきて 
理屈に合わないことを どれだけやれるかが青春だとでも どこかで僕ら思っていたのかな 

あぁ 答えがある問いばかりを 教わってきたよ そのせいだろうか  
僕たちが知りたかったのはいつも正解などまだ銀河にもない  

一番大切な君と 仲直りの仕方 大好きなあの子の 心の振り向かせ方 
なに一つ見えない 僕らの未来だから 答えがすでにある 問いなんかに用などはない 

 
これまで出逢ったどんな友とも 違う君に見つけてもらった 

自分をはじめて好きになれたの 分かるはずない 君に分かるはずもないでしょう 
並んで歩くけど どこかで追い続けていた 君の背中 明日からは もうそこにはない 

あぁ 答えがある問いばかりを 教わってきたよ そのせいだろうか 僕たちが知りたかったのは 
いつも正解など大人も知らない 

喜びが溢れて止まらない 夜の眠り方 悔しさで滲んだ 心の傷の治し方 傷ついた友の励まし方 
 

あなたとはじめて怒鳴り合った日 あとで聞いたよ 君は笑っていたと 
想いの伝え方がわからない 僕の心 君は無理矢理こじ開けたの 

あぁ 答えがある問いばかりを 教わってきたよ だけど明日からは 
僕だけの正解をいざ 探しにゆくんだ また逢う日まで 

 
次の空欄に当てはまる言葉を書き入れなさい ここでの最後の問い 「君のいない 明日からの日々を 

僕は／私は きっと □□□□□□□□□□□□□□□□□□」 
制限時間は あなたのこれからの人生 解答用紙は あなたのこれからの人生 

答え合わせの 時に私はもういない だから 採点基準は あなたのこれからの人生 
 

「よーい、はじめ」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業証書授与式 学校長式辞より「卒業生へのメッセージ」 

卒業証書は、「中学校三年間と小学校の六年間合わせて九年間の義務教育全てを終了した」ということを意味しています。皆さんの今日までの

たゆまぬ努力とともに、皆さんを励まし育ててくださったご家族の深い愛情、そして小中学校の先生方の教えや導き、地域の方々の様々な支援の

結晶であることも、心にしっかりと刻んでほしいと思います。 

 

卒業証書を手にした今、皆さんの心の中には様々な思い出が行き来していることでしょう。 

私は、皆さんと一緒に生活した時間は 一年間という短い期間でした。さらに今年は、コロナウイルス感染防止というこれまで経験のない、非常

に制限された学校生活を強いることとなってしまいました。そんな中ではありますが、皆さんの印象的な姿が私の脳裏をいくつもよぎります。 

 一つは泉が丘祭。様々な制限の中ではありましたが、生徒会役員三年生が一体となり、「ENJOY」をテーマに掲げ、今、自分たちに何ができるの

かという視点で、全校に素晴らしい二日間を提案してくれました。音楽会最後の三学年合唱は、聴く者の心に響きました。 

そして、もう一つの印象的なシーン。それは、当初四月京都・奈良で計画されていた修学旅行が十月に延期。しかし、コロナの状況から京都・

奈良を断念し、諏訪方面への一泊旅行として訪れた蓼科での夜のひとコマです。当日は、台風が長野県に最接近という厳しい状況で、予定してい

た野外でのアクティビティーも中止。ややもすれば、不満を口にしたくなる、そんな状況でした。しかし、皆さんはこの旅行の一コマ一コマを楽

しむ姿がありました。夕食後の学年ボランテリーステージ。その人、そのグループなりのパフォーマンスを繰り広げてくれました。そして、その

姿を皆が心から楽しむ素晴らしいひと時が夕食会場には繰り広げられました。ステージに立つ人と共に楽しむ一人一人の笑顔が大変印象的でした。

私と一緒に皆さんの姿を見ていたホテルの支配人の方が一言 「素晴らしい 子どもたちですね」と私に語りかけていただいた時、うれしさとと

もにこの笑顔をもつ皆さんならこれからの人生、どんな状況でもきっと前向きに進んでくれるだろうと確信しました。 

 

さて 皆さん 数年前に こんな歌がよく聞かれたのを覚えていますか。 

はじめよう やってみよう 誰でも最初は 初心者なんだから やったことないことも やってみよう 苦手な相手とも 話してみよう

知らなかったこと 見たことないもの あたらしい 楽しい 

さらにこの曲は次のように続きます。 

悲しいときは 笑って 寂しいときは 声出して 雨はいつまでも 続かない  土砂降りも楽しもう 

 

これから皆さんの進む未来は、決して平坦な道ではありません。不透明な世の中です。そしてまさに今はコロナ禍。予測不可能な状況にありま

す。 私たちを取り巻く価値観も常に変化し、多様化しています。これからの人生、時には厳しい向かい風に立ち向かっていかなければならない

ときもあるかもしれません。でも、その向かい風を自分の風車を回してくれるエネルギーとすることも大事になります。そんな力を皆さんは持っ

ていると私は信じています。（伊那市立伊那中学校長 有賀 稔）  ＊学校長式辞の内容の一部を掲載 

 


